
事務配分の検討の流れ等について（案） 
 
  現在、当幹事会では、都から特別区への「移管対象事務の選定基準」及び「具

体的な事務移管の是非を判断する基準」の検討を行っているが、この過程で議論

を円滑に進めるため、それぞれの基準のイメージや事務配分の検討の流れについ

て、考え方を整理することが必要となった。 
そこで、「移管対象事務の選定基準」及び「具体的な事務移管の是非を判断す

る基準」の考え方を次のように整理し、事務配分の検討を下図のように進めるこ

ととしたい。 
○「移管対象事務の選定基準」とは、移管の検討対象事務を選定するための基

準とする。 
○「具体的な事務移管の是非を判断する基準」とは、検討対象事務に適用して

移管すべきと考えられる事務を選定するための基準とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検 討 対 象 事 務 

（検討対象事務のリストを作成） 

 

移 管 す べ き 事 務 

（移管すべき事務のリストを作成）

現 在 の 都 の 事 務 

（可能な範囲で都の事務のリストを作成） 

 

 

検討対象事務を選定するための基準 
※府県事務として除外するものも

できる限り表示 
※任意共管事務について可能な限

り網羅 

 

移管すべき事務を選定するための基準 

資料１ 


